
1 
 

 

プロフェッショナル・リテラシーは、大学院において求められる PhD スキルの重要性と基礎を学ぶ

講義です。本講義では、研究倫理やキャリア形成など、専門分野を超えて必要となる知識や考え

方を、東海国立大学機構の LMS「TACT」を利用し、受講者が各自のペースで学習を進める自学

自習のオンデマンド形式の講義として実施されます。受講にあたっては、安定したインターネット環

境をご準備ください。 

 

■ 受講方法・履修について 

本講義では履修登録は不要ですが、TACT 上での講義登録（参加）が必要です。 

講義資料は春学期・秋学期に公開され、PL1〜PL7 の各回に従って受講を進めます。 

 

■ 単位認定・合格判定 

各学期の単位認定期間内に、以下の条件を満たした場合に単位が認定されます。 

• すべての講義（PL1〜PL7）の受講完了 

（受講→課題提出（課題がある場合）→リフレクションシート回答） 

• 小テスト（全 21 問）で全問正解（21 点） 

※不合格の場合は、再度受験することが可能です 

 

■ 受講の流れ 

【 講義登録 → 講義受講完了（PL1〜PL7） → 小テスト合格 】 

※詳細は以下を参照してください  

講義登録 ： 2 ページ目  

講義受講 ： 3 ページ目  

小テスト  ： 4 ページ目 
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■ 講義登録 

① TACT にログイン 

機構アカウントとパスワードを入力してログインしてください。 

URL https://tact.ac.thers.ac.jp/portal/ 

 

② ログイン後、画面左の「メンバーシップ」⇒「参加可能な講義サイト」をクリックします。 

 

 

③ 右上の検索欄に『プロフェッショナル・リテラシー』と入力して、今年度と受講する学期の講義サ

イトを検索してください。 

 
 

④ 対象となる講義の【参加】をクリックしてください。「参加中の講義サイト」として登録され、サイト

を閲覧することができます。 

   開講は春学期と秋学期です。 
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■ 受講方法 

⑤ 講義資料は「授業資料（リソース）」にアップロードされています。日本語版と英語版があります

ので、どちらか一方を選び、PL1～PL7 までの各回の「学習の進め方」に従い受講を進めてくだ

さい。 

 

 

受講後に、PL1～PL７各回でリフレクションシートに回答ください。 

「授業資料（リソース）」の各回から回答できます。 

（例）「PL1_大学院生活を描く（リフレクションシート回答こちらから）」 

 

⑥ 講義内容について質問がある場合は、「学習の進め方」に従い、担当講師へ直接メールか、

画面左の「メッセージ」より質問を送付してください。 

※メッセージ機能から質問を送る場合 

＊宛先に「担当教員」の名前を選択してください。 

＊Cc の送信 「受信者のメールアドレスにこのメッセージのコピーを送信」にチェックを入れてください。 

 

 

 

 

資料はこちらから閲覧できます。 
 
 

担当教員名を検索し選択。 

   ✓をいれる  

忘れずに！ 
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■ 小テスト 

⑦ 【重要】受講が完了したら、「小テスト」より理解確認テストを受けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 単位認定を受けるためには、すべての講義を受講終了し、理解確認問題（全 21 問）にすべ

て正解する必要があります。まだ一部の講義のみを受講している場合は、受講済みの講

義に対応する問題のみ回答し、「保存」しておくことができます。 

 
 

⑨ 本テストは 21 問すべてに正解した場合にのみ単位認定の対象となります。 

21 問すべてに正解していない場合は、再度テストを受けてください。 

提出後は必ず「提出済みテスト」で点数を確認し、満点でない場合は再度テストを受けてく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「フィードバック」から各問題に対する自身の回答と正誤を確認することができます。 

どの問題の回答が誤っていたのかを確認し、自分の回答をメモするなどしたうえで、テストに再挑

戦することを推奨します。  
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